さはき - } ず^し 

—— 沢 木 梢 氏に —— 

うち ちゃう ど うち 

おれの 家の 二階の 窓 は、 丁度 向う の 家の 二階の 窓と 

向 ひ 合 ふやう にな つて ゐる。 

ゅリ ばら ぎ やうぎ 

向う の 家の 二階の 窓に は、 百合 や 薔薇 の 鉢植が 行儀 

よく 幾つ も 並んで ゐる。 が、 その後に は 黄い ろい 窓 

掛が 大抵 重さう に 下って ゐ るから、 部屋の 中の 主人の 

姿 は、 未だ 一 度 も 見た 事がない。 

おれの 家の 二階の 窓際に は、 古ぼけた 肱掛 椅子が 置 

いて ある。 おれ は 毎日 その 肱掛 椅子へ 腰 を 下して、 ぼ 

わう らい ひとお と 

んゃリ 往来の 人 音 を 聞いて ゐる。 



おれ 自身の 相手 を 勤めて ゐ たやうな 気がする。 もう 遠 

来の 客ば かり 待って ゐ るの は 止めに しょう。 

しく わし *5 しゃく 

そこで あの 私窩 子の やうな 女が 会釈 をす ると、 おれ 

ゑし やく 

の 方で も 必ず 会釈 をす る。 

それが 又 長い 長い間の 事であった。 

所が 或 朝、 おれの 所へ 来た 手紙 を 見る と、 折角 おれ 

ボタン ひと リ 

を 尋ねた が、 いくら 電鈴の 鈕 を 押しても、 誰 一 人 返事 

をし なかった から、 おれに 会 ふ 事 もやむ を 得ず 断念 を 

したと 書いて ある。 おれ は 昨夜 あの 混血児の 女が 抛り 

こんだ、 薔薇 や 百合の 花 を 踏みながら、 わざわざ 玄関 

まで 下りて 行って、 電鈴の 具合 を 調べて 見た。 すると 



ひとげ わう らい 

は 答へ ない。 その代り 人気の ない 薄明り の 往来 を 眺め 

ながら、 いっか はおれの 戸口へ 立つ かも 知れない 遠来 

の 客 を 待って ゐる。 前の やうに 寂しく。 

(大正 八 年 二月) 
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